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研究成果の概要（和文）：  本研究は、ドイツ語・英語に現れる無冠詞名詞句を、並列句、

A=B のコピュラ文の叙述名詞、前置詞＋無冠詞名詞について考察した。無冠詞並列名詞句は、

[分割性・複数]の素性を持ち、定・不定・総称解釈を持つこと、冠詞用法より経済的で、最適

表示になりうることを示した。第二に、”Hans ist Komponist.”(ハンスは作曲家だ)のようなドイ

ツ語コピュラ文における無冠詞名詞の特性（職業・国籍等の所属リスト）について、英語と比

較した。さらに、英語・ドイツ語の副詞的前置詞+無冠詞名詞（融合形）は、場所、制度的場

所、目標、様態・手段に分類できる（at, in, on, to などの前置詞が使われ、ドイツ語では an, auf, 
in, zu が生じる）。また、場所（目標）や制度的場所を表す場合、対象（場所）の不定の存在が

含意され、場所に付随して習慣的意味（社会活動等）が加わることを示した。 
 
研究成果の概要（英文）：  In this research, we investigated syntactic and semantic properties of bare 
singular nouns without articles in German and English, especially with respect to bare coordinate NPs, 
bare predicative nouns, and bare nouns in prepositional phrases. First, we argued that bare coordinate 
NPs involve the features [+division, +plural] so that they are interpreted as definite, indefinite, and 
generic arguments. Further, we pointed out that bare coordinate NPs, with an optimal representation, can 
be more economic than NPs with articles. Second, by contrasting with English, bare predicate nouns are 
used more frequently in German in copular sentences as in “Er ist Komponist.” (=He is a composer.) in 
contexts in which membership properties (nationalities, jobs etc.) are listed. In addition, we showed that 
in English and German, prepositions and bare nouns functioning as adjuncts are classified into locations, 
institutions, goals, manner and instruments. In these cases locative prepositions like at, in, on and to are 
used while in German an, auf, in and zu occur. When a PP with a bare noun denotes a place/goal or an 
institutional place (hospital, jail, etc.) the existence of a nonspecific object (place) is implied and 
habitual meanings are added. 
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１．研究開始当初の背景 

英語・ドイツ語などゲルマン言語の冠詞と

名詞についてはイェスペルセン (1924)など、

従来から研究され、日本でも関口 (1962)の

冠詞論を嚆矢として研究されてきた。これら

の先行研究を踏まえて申請者は、総称名詞、

類別詞、可算・不可算名詞、単数・複数につ

いて考察し、日本語・ドイツ語・英語の対照

研究を行った。本研究は、その成果を無冠詞

形の名詞句に応用したものである。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、(1)ドイツ語・英語の単

数可算名詞句の無冠詞用法を構文ごとに分

析し、両言語の可算無冠詞の共通性と相違を

明らかにすること、(2)ドイツ語・英語の可

算無冠詞の用法を、日本語と比較し、言語間

の共通点と相違を明らかにすること、(3)こ

れによって、冠詞の働きについて統語的・意

味的・語用論的説明を与えること、この成果

を応用して、冠詞についての直観が働きにく

い日本語話者に対し、教授法の観点から英語

やドイツ語の冠詞用法について効果的な学

習法を提案することである。 

 

３．研究の方法 

名詞は、指示対象の意味特性に基づいて、

可算か（個体）不可算か（質量名詞・抽象名

詞・集合名詞）の特性をもつ。その典型的語

彙特性が、総称文や述語名詞や前置詞補部な

ど、特定の統語的・意味的・語用論的環境に

よって機能変化や揺れを起こす。問題は、そ

の変化がどんなものか（可算から不可算へと

意味変化するのか）、無冠詞形でなお定・不

定の個体解釈が可能か、指示機能から述語機

能へと変化する条件は何か、ドイツ語と英語

の相違は何かを見出すことである。理想的に

は、統語基準（項か非項か）や意味基準（an 

apple/ apple [細かく切り刻んだ場合] のよ

うに、境界性のない対象として認知する場合、

クラス解釈が働く）に基づくと想定できるが、

実際には統語的にも意味的にも区別できな

い場合もある。具体的計画は次の通りである。 

(1) ドイツ語、英語に現れる無冠詞の単数可

算名詞用法、その統語的・意味的・語用論的

特性はいかなるもので、いかなる相違がある

か？これについて呼格、コピュラ文、述語名

詞を手がかりに先行研究を整理し、先行研究

の成果と問題をまとめ、仮説設定する。 

(2) ドイツ語と英語を比較し、相違について

考察する。主語位置等ではドイツ語の場合、

可算無冠詞が多いように見えるのはなぜ

か？逆に前置詞補部位置では、英語の可算無

冠詞が多いように見えるのはなぜか？ 分析

結果を、日本語の名詞の観点から捉え返し、

比較する。これにより、日本語の名詞句の統

語論・意味論についても研究を深める。 

(3) 成果を学会で発表し、論文として公表し、

WEB 上でも公開する。 

 

４．研究成果 

(1)ドイツ語・英語に現れる単数可算名詞の

無冠詞用法の統語的・意味的特性につい

て、”dog and cat”のような並列単数無冠

詞名詞と、be/sein 動詞で結ばれるコピュラ

文の述語名詞を手がかりに先行研究を分析

し、問題を整理した。また、コーパスや Web

データを利用して、無冠詞可算名詞に関する

データを収集・分析した。 

(2) Heycock and Zamparelli (2003)では英

語の無冠詞並列句は定名詞句とされる

が、”I have known more men destroyed by 

the desire to have [wife and child].”の

ような不定解釈もある。このことから、無冠



 
 

 

詞並列名詞句は、[+division, +plural]（分

割可能、複数性）特性を持ち、物質名詞や複

数名詞と同様に項の特性をもつこと、従って

定・不定・総称の解釈をもつこと、無冠詞並

列句は一定条件において冠詞用法よりも経

済的で、最適表示をもつことを明らかにし、

論文「ドイツ語・英語の無冠詞並列名詞句に

ついて」としてまとめた。 

(3) ドイツ語統語論・意味論について、無冠

詞名詞が現れる条件について分析した。特

に、”Hans ist Komponist.”(ハンスは作曲

家だ)のようなコピュラ文における無冠詞の

述語名詞句の意味特性（職業・国籍などの所

属の絶対的尺度によるリスト化）によるゼロ

冠詞について分析し、成果を学会等で発表し

た。 

(4) 無冠詞可算名詞に関するドイツ語・英語

データを分析し、付加部の前置詞・無冠詞名

詞（および融合形）は、空間場所、制度的場

所、移動目標、様態・手段の意味に分類でき

ることを示した（at, in, on, to などの前置

詞が使われ、ドイツ語でも対応する an, auf, 

in, zu が多用）。空間意味（移動目標）と制

度的場所の意味を表す場合、対象（場所）の

不定の存在が含意され、さらに場所項に付随

した習慣的・ステロタイプ的意味が加わるこ

と、特に談話照応と関連しない不定意味があ

ることを示し、論文としてまとめた。 

(5) ドイツ語、英語に現れる無冠詞名詞用法

の統語的・意味的・語用論的特性について、

特に前置詞句に頻出する無冠詞用法と機能

的に類似した弱定冠詞の用法との比較分析

(go to school, go to the hospital/ zur 

Schule gehen, zum Krankenhaus gehen)を行

った。無冠詞で使われる名詞、定冠詞が付く

が不定の意味しか表さない名詞、ドイツ語の

ように前置詞と定冠詞が融合する場合につ

いて、ドイツ語と英語の共通点と相違を分析

し、Carlson et al. (2005)等の研究を検討

し、タイプ（個々の事象から抽象化された典

型タイプとしての場所や制度）とトークン

（具体的指示対象としての不定の場所・制度

等）に類似する区別を提案した。これらの成

果を論文「ドイツ語の弱定名詞句 ―定冠詞

はどこまで「定」か？」としてまとめた。日

本独文学会 2011 年秋季研究発表会でも同様

の内容の発表を行った。2011 年 8 月には、ミ

ュンヘン大学で行われたサマーアカデミー

と国際ワークショップにおいて、関連する内

容の発表を行い、ドイツ語統語論・意味論に

関して研究を進めている（ミュンヘン大学、

シュトゥツトガルト大学等の）海外の研究者

と意見交流を行った。 
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